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Ａ．研究目的 
 臨床実習後 OSCE は 2022 年度より、「診療
参加型臨床実習に必要とされる技能と態度に
関する学修・評価項目（第 1.0 版）」に基づ
き課題が作成されている 1)。また、「臨床実
習終了までに修得すること（CATO）」に 14 項
目が掲げられていたが、2022 年度の本研究の
中で、12 項目に修正された 2）。そのうち、機
構課題で測定するのは以下の 4 項目のみとし
ている。 
 1． 適切なコミュニケーションによって医

療面接を行い、 必要な情報を得る。 
 2． 適切に身体診察を行い、必要な情報を

得る 
 3． 得られた情報から適切な臨床推論を行

う 
 4． 状況に即した適切な症例提示を行う 
臨床実習後 OSCE を公平公正かつ客観的で

信頼性の高い試験とすることを目的に、以下
の項目について現状の分析と問題点の抽出、
問題解決に向けた検討を行った。 

（１）研修開始時に身につけておくべき臨
床能力のマイルストーンの作成 
（２）研修開始時に身につけておくべき臨

床能力のうち臨床実習後 OSCE で評価する能
力 
（３）新たな課題の作成と評価法 
（４）ブループリントの作成 
（５）医学教育モデル・コア・カリキュラ

ムの改訂への対応 
 
Ｂ．研究方法 
 機構内改組により課題のあり方検討チーム
は OSCE のあり方ワーキンググループに改編

された。メンバーが月 1 回会議を開催し、上
記（１）から（５）について検討を行った。 
（１）についてはワーキンググループメンバ
ーで議論した上で、CATO 内の全委員にパブリ
ックコメントを求めてブラッシュアップを行
い作成した。（２）は「臨床実習終了までに
修得すること（CATO）」から「臨床実習後 OSCE
で評価されること」を、CATO において臨床実
習前、後の業務に関わっている医師をエキス
パートパネルとして Delphi 法にて評価項目
を検討した。 
（３）（４）は新たな課題のブループリント
とそれにそった課題作成、評価のあり方につ
いて検討した。 
（５）医学教育モデル・コア・カリキュラム
の改訂の動向を調べ、臨床実習後 OSCE の改訂
に必要な事項を検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究では受験生・評価者・模擬患者の情

報を扱わず、介入も行わない。 
 
Ｃ．研究結果             
（１）検討の結果、マイルストーンは臨床実
習前（臨床実習開始時）と臨床実習後（臨床
研修開始時）のマイルストーンを分けて作成
することが適切であるという結論に至った。
各項目についてその内容を十分に吟味し、マ
イルストーン 3)を作成した。 

（２）Delphi 法で検討し、現在実施されてい
る 4 項目に加え、以下の 4 項目も評価項目に
含めた。 
 7．診療録を正確にわかりやすく記載する。 
 8．医療安全上の問題を認識し、適切な行
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動をとる。 
 11．基本的臨床手技を安全かつ適切に実施

する。 
 12．得られた情報から緊急性を評価し、適

切な初期対応をする。 
（３）（４）「臨床実習終了までに修得する
こと（CATO）」の 12 項目において、（１）
で検討したマイルストーンの内容にそって、
どのような課題が作成可能なのか、ブループ
リントを作成した。その結果新作課題および
ブループリント案（表 1）が作成された。評
価については概略評価のみで評価する案が
示された。また新作課題の概要としては、以
下の要素が抽出された。 

・実現可能性から、7 分課題または 16 分課題
が望ましい 

・医療面接においては生物心理社会モデルの
聴取に焦点を当てた課題が必要である。 

・手技や救急については臨床実習前のパフォ
ーマンスだけでなく、より真正性の高い課題
が必要である。 

 
（５）令和 4 年度の医学教育モデル・コア・
カリキュラムの改訂にあわせて、学評の改訂
の必要性について議論された。平成 28 年度
版の医学教育モデル・コア・カリキュラムで
示された 37 症候の一部が変更となっており、
症候に合わせて現行の 16 分課題が作成され
ていることから、新しく加えられた症候につ
いての課題は今後新規に作成し、削除された
症候についての課題は取り扱いについて随
時検討する必要があるという結論に至った。 

 
Ｄ．考察               
 臨床実習後 OSCE を国家試験化するにあた
っての妥当性・信頼性・公平性は、社会の求
める医療と医師の役割および現在の医学教育
環境を十分に理解した組織および研究者によ
りさらに検証を続ける必要がある。 
 評価解析委員会において、大学、評価者、
受験生などからのフィードバックの解析が開
始されており、今後新作課題が作成され、試
用が開始された際には年間計画の中で検証と
課題作成のサイクルを回す方策が必要である
。 
 
Ｅ．結論 

臨床実習終了までに修得する、観察可能
な行動のうち、臨床実習 OSCE で評価するた
めの能力とそのマイルストーンを作成した。
そのマイルストーンに沿って作成すべき新
規課題の概要を定めた。令和 4 年度版モデ
ル・コア・カリキュラムとの整合性について
は、課題の新規作成や取扱いを随時検討する
必要がある。 
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   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
  なし 

  
3. 実用新案登録 

   なし  
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表１ 新作課題及びブループリント案 
 

 
 
 
 
 


